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この度の未曾有の大地震によって被災された皆様に心よ

り御見舞い申し上げます。また、多くの方々が犠牲となり、

本校生徒及びその御家族がお亡くなりになりましたことは

本当に残念でなりません。謹んで哀悼の意を表します。

未だに震災の傷跡は深く、厚真町内外で仮設住宅での生

活をしておられる方々が多くおられ、一日も早く復旧・復

興が進み、日常生活を取り戻せることを祈るばかりです。

厚真町はもとより、全国各地の方々の心温まる御支援と

御協力のお陰で、９月18日(火)に学校生活を再開し、今日

に至るまで全国から応援メッセージや支援物資･義援金等

を届けて頂き誠にありがとうございます。

大地震直後から9月17日までの間、グラウンドは北海道

警察災害対策チーム、陸上自衛隊災害支援隊、東北・関東

消防災害支援隊(レスキューチーム)の車両基地・前線本部に、校舎

内教室は、レスキュー隊の宿泊所として利用していただき

ました。それぞれの組織は違っていても、「被災された地

域の方々のために」の信念のもとでの任務でしたが、疲労

感を一つも表さないことに敬意を表します。任務を終え、

離町の際、学校施設利用の御礼と生徒・教職員への心温ま

る励ましの言葉を頂き、明日からの勇気を頂きました。本

当にありがとうございました。そして、お疲れさまでした。

グラウンドの様子

自衛隊支援隊 各都県市レスキュー隊(9月11日まで)

（9月17日まで） 秋田消防･宮城消防･青森消防

東京消防･横浜消防･三重消防

震災後、全国から心温まる沢山のご支援をいただいており

ます。ご芳名を紹介させていただきます。(順不同)

○北海道上富良野高等学校生徒会様 ○北海道深川西高等学校生

徒会様 ○神奈川県立神奈川総合産業高等学校様 ○岩手県立花

巻北高等学校生徒会様 ○宮城県多賀城高等学校災害科学科様

○長野県長野工業高等学校様 ○宮崎県立宮崎工業高校定時制様

○東京都立練馬高等学校様 ○熊本県立第二高等学校様 ○兵庫

県神戸市立西舞子小学校様 ○兵庫県三木市立豊地小学校様

○兵庫県三木市立口吉川小学校様 ○明光義塾(学習塾)新札幌教

室様 ○北海道高等学校長協会・胆振支部校長協会様 ○北海道

高等学校教頭・副校長協会様 ○北海道高等学校校長協会家庭科

部会様 ○北海道茖渓会様 ○宮城県高等学校体育連盟様 ○熊

本県高等学校体育連盟様 ○全国高等学校体育連盟様 ○北海道

高等学校体育連盟様 ○白老町ＰＴＡ連合会様 ○熊本県山都町

教育長様 ○株式会社 明石スクールユニフォームカンパニー様

○ジブラルタ生命保険株式会社様 ○公益財団法人 日本教育公

務員弘済会北海道支部様 ○北海道ユネスコ連絡協議会様 ○日

本赤十字社北海道支部様 ○北海道バーバリアンズ・ラグビーフ

ットボールクラブ様 ○北海道ラグビーフットボール協会様

○遠軽サンヒルズＲＳＣ様 ○EARTH様 ○フェニックス様

○Save Medical様

学校生活は、平静を取りもとしつつあります。一部取り

止めるた事もありましたが、10月から内容を一部変更し

た形で実施してきました。

学校再開時に炊き出しプレゼント
ライフラインが整い、９月１８日(月)から学校を再開。

全校集会、LHR後に先生方の準備・作成した炊き出しを

生徒と一緒に食べました。温かい食事会となりました。

仮設住宅生活者へのお届け物
厚真高校の東側空き地に、厚真町の

仮設住宅が建設され、胆振東部地震で

被災された方々が入居され、11月1日か

ら仮設住宅での生活が始まりまし

た。

1年生が『マドレーヌを食べて一

息ついてもらえたらうれしいで

す。これから寒くなりますが、風邪

に気をつけてください』と、メッセ

ージカードを作成しました。

３年生「フードデザイン」選択生徒がマドレーヌを作成し

ました。それらを同じ本郷で学ぶ生徒会

が、「仮設住宅での生活する苦労をねぎ

らおう」と、届けました。

見学旅行先でサプライズ
11月6日見学旅行での出来事です。同

じ宿舎に、兵庫県の小学校三校【神戸

市立西舞子(にしまいこ)小学校・三木市

立豊地(とよち)小学校・三木市立口吉川

(くちよかわ)小学校】が宿泊していました。以前に、ホテ

ルで同宿になることを縁に、各小学校から厚真高校へ『応

援のお手紙』を届けていただいていました。午後７時、代

表児童6名が食事会場に訪れ、地震被災地の高校生へ

「これからも、兵庫からずっと応援してます!」
と熱い応援メッセージ。感謝申し上げま

す。高校生からすると、弟・妹の年代の

方々からの言葉に驚きましたが、「兵庫県から勇気を貰い、

明日からの生活を頑張って行きます。」と、

厚真高校を代表して髙橋君が御礼の言葉と決

意を伝えました。

音楽講師 吉田先生です
11月20日に着任した、音楽時間講師の吉田

先生です。厚真町在住で、厚真吹奏楽団に所

属、トランペット演奏者です。よろしくお願いいたします。

「厚真高校通信」は、本校のホームページ（http://www.atsuma.hokkaido-c.ed.jp/)にカ
ラー版で掲載されています。トップページ左側のメニューの「厚高通信」をクリック
して、ぜひご覧ください。 ※Web版は配布版と少々異なる部分があります。


